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【はじめに】ラジオフォトルミネッセンス（RPL）とは，放射線照射後に生じる発光中心（あるい

は蛍光分子）に起因する蛍光である．無機

物においては，局在中心の電子あるいは正

孔捕獲，即ち，局在中心のそれぞれ還元あ

るいは酸化により生じる．RPL を呈する物

質系のうち，少量の銀を添加したリン酸塩

ガラスについては個人線量測定において

実用化されている．この系では，リン酸基

への正孔捕獲が指摘されているものの，銀

への電子および正孔捕獲の双方が RPL に

寄与するとされている．本研究では，リン

酸基への正孔捕獲を想定し，局在中心への

電子捕獲を通じた高効率の RPL の実現を

目的とし，KMPO4:Eu3+ (M=Ba or Sr)の RPL

特性を解析した． 

【実験】錯体重合法により，KMPO4:Eu3+ 

(M=Ba or Sr)の粉末を合成した．この試料

について，X線照射前後における蛍光スペ

クトルを計測した． 

【結果と考察】図１および図２に，

KBaPO4:Eu3+および KSrPO4:Eu3+について，

異なる線量での X 線照射後の蛍光スペク

トルを示す．励起波長を，照射後の変化の最も明瞭に観測可能である 320 nmとした．双方の試料

の X 線照射後のスペクトルにおいて，430 nm付近に明瞭なピークが出現した．また，このピーク

の強度は，50 Gy までの X 線照射線量とともに増大した．ピーク波長位置より，この出現したピ

ークは，Eu2+の 5d-4f遷移によるものであると推察される．このことは，照射前の Eu3+による電子

捕獲を通じたRPLであると帰属され，残りの正孔はリン酸基に捕獲されているものと推察される． 

 

図 1 KBaPO4:Eu3+の異なる X 線照射線量での蛍光

スペクトル（励起波長：320 nm） 

 

図 2  KSrPO4:Eu3+の異なる X 線照射線量での蛍光

スペクトル（励起波長：320 nm） 
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